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て「侵害抑制」と「不一致回避」という 2 つの配慮機能を果たすことが判明した。 
  
















2 中国及び日本で出版されたものを計 36 種類調べたところ、中国出版の教科書では見つからず、日本出版の教科
書では記載があったのは『日本語 3rd ステップ』と『まるごと 日本のことばと文化 中級 2 B1』のみであった。 
3 例えば、「あの子は、元気がいいというか、落ち着きがないというか、静かにじっとしていない子です」（友松
他:2011）という例文である。 
4 ほかの用法は第 3 章で詳しく述べたい。ここで 1 つの例を挙げると、「次の授業は、隣の教室？」「ていうか、
向こうの教室じゃない」（作例）という例文である。 
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し」の 4 つに分類している。各用法と代表的な例文を以下のように提示する5。 
（1）「言い直し」:先行発話の内容を否定し、後続発話のほうが適切だという意味を表すことができる。 
林:お母さまは子供の時からテレビを見せないようになさってたんですか。 
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お婆ちゃんからもらったお金 っていうか合格祝いに んー もらったお金ーあったしね。 
（6）さらに具体的な状況を説明する場面で使用される。 
ビルの テナントが増えたせいかー テナント っていうか あのー 会社が入ってる会社の数が増
えた っていうかー すごーく混むの。 
（7）言いすぎた発話を和らげる場面で使用される。 
わたし なんか お金に困るような生活はしたくない って感じ、 っていうかなんていうの そん
な 別にさー ざいっ 財閥ー と結婚したい とか そういうのじゃなくてさ。 
（8）発話内容を強調する場面で使用される。 



























A:てか 10 分ぐらい遅れたけど。 
（2）話題調整用法 
a 話題導入:話題が変わる場合、話題導入とする。 
























8 本稿は『日本国語大辞典 第二版』等 20 種の辞典を調べたところ、「トイウカ」を掲載しているのは 3 種類で
あった（参考文献を参照されたい）。 
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a 選択提示（「A トイウカ、B トイウカ」の形） 





b 転換  
b1 自分が話している途中で新しい話題に転換する 
b2 相手の話しを受けて新しい話題に転換する 
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共通の語用論的条件:①参与者 B が当該命題を述べる根拠を有していないことは自明ではないこと 
個別語用論条件:参与者にとっての自明さに関する条件⇒②、命題内容に関する条件⇒③、参与者に






















Brown & Levinson（1987）は、聞き手のポジティブフェイスを脅かす行為を FTA としている。《賛
同要求》に対する《反論》は典型的な FTA の 1 つである。つまり、相手の意見に賛同できないことを
主張するため、相手を不快にさせる危険性が高く、よりいっそう配慮も必要となってくる。 
「トイウカ」の用法「1 言い換え」の「a 間違っている情報への否定」の「a2 相手の発話への否定」
「トイウカ」の配慮機能への考察 
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『中居正広 SMAP MIND 音楽対談 Vol.4』 
 
10 三枝（2007）と山岡ほか（2010）を参照されたい。 
11 1.2 の用例（13）を基にして作った用例である。 
「トイウカ」の配慮機能への考察 
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本調査では、2019 年 4 月 28 日から 5 月 14 日にかけて、日本語母語話者を対象にアンケート調査を
行った。有効回答数は 101 名である。アンケートの第 1 部は調査対象の情報についての質問である。
日本語母語話者の性別と年代は下記の通りである。 
表 1: 日本語母語話者の性別と年代 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 合計 
男 5 20 6 4 7 3 45 
女 14 27 5 6 2 2 56 
合計 19 47 11 10 9 5 101 
 









まず、問題 1 と問題 2 を通じて、｛演述｝の下位範疇である《賛同要求》―《反論》における「ト
イウカ」の配慮機能を検証する。 
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問題 1、（友人同士の会話） 
A:なんか体の調子、悪そうだね。かぜでもひいたの？ 


























問題 2、A と B は初対面です。A は B をインタビューしています。 
A:そのときは、贅を尽くした生活をなさってたわけですか。 
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15 「現代日本語書き言葉均衡コーパス」で 1424 件の結果が見つかった。その中で 1214 件は国会会議録であった。 
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また、自由回答では「ていうか」の使い方が不自然と考えた回答が 30 代と 10 代から一件ずつ寄せ
られた。これは年代差によるものと考えられる。例文に使用した会話は 20 年前の生の会話であり、会
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「この場合の『というか』は、明確に話の趣旨を伝える言葉が浮かばず、kind of like that や something 



























① 家族や親しい友人 89（88.1%） 
② 親しくない同期生 39（38.6%） 
③ 同じサークルや仕事場の仲の良い先輩 57（56.4%） 
④ 親しくない上司や先輩 22（21.8%） 
⑤ 初めてあった人や知らない人（例えば、街で話しかけられた人） 18（17.8%） 
 
Brown & Levinson の FTA 度計算式によれば、話者と相手の社会的距離（social distance）及び相対的
力（power）が増加するとともに、FTA 度が高くなる。一般的に①、②、③は親密な人間関係であり、
④と⑤はより疎遠な人間関係である。結果として、①の割合が最も高く、③と②は 2 番目と 3 番目で
あった。つまり、親密な人間関係の割合が高かったということである。また、「トイウカ」は話題を
転換する用法があり、発話状況によっては相手の気分を害する可能性もある。とりわけ疎遠な人間関 
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Ⅴ.  おわりに 
本研究では、まず、先行研究や辞書を参考にした上で、談話における「トイウカ」の用法を、「1
言い換え」、「2 暫定提示」、「3 原因・理由の説明」、「4 確認」、「5 話題の導入、転換、維持」
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2. コーパス・言語学習のサイト 
現代日本語書き言葉均衡コーパス 
名大会話コーパス 
用例 JP 
HiNative 
＊他、出典のない例については筆者が耳にした会話を参考に作例した。 
